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２０２４年度 事業概況 

１. 事業概況 

中期５か年経営計画の３年目となった２０２４年度は、新型コロナウイルス感染症がおさまり、社会

経済活動がコロナ以前に戻ってきた一方で、コロナ関連補助金が廃止され、医業本来の収益による

経営が求められることとなりました。このような状況の中、一歩先行く医療の実現を目指して挑戦した

年となりました。各施設において経営目標の達成を目指し事業計画の重点施策を実現できるよう全

職員が一丸となって取り組んでまいりました。 

〈医療機能の充実〉 

清水病院の移転と大原医療センターとの統合は、２０２５年１月に竣工引渡し、５月に入院患者移

送および外来診療を無事に開始することができました。今後は、精神科を併設した新しいリエゾン医

療の提供を目指してまいります。大原綜合病院では、急性期医療の充実のために、総合救急センタ

ーと外傷センターの集約化と血管造影室を２室化し、診療実績を着実に向上させることができました

〈働き方改革の推進〉 

２０２４年４月からは週休二日制を導入し、６月には処遇改善に向け賃上げを実施するなど、職員

の働く環境を整備しました。 

〈医療 DX の推進〉 

大原医療センターへ電子カルテを導入し、情報の共有化と業務効率が向上して患者増加につな

がりました。また、患者の生体情報を電子カルテに転送するシステムを新たに導入し、看護業務の効

率化とより安全な医療の提供を可能としました。さらに、病院ポータルサイトの導入や生成ＡＩを活用

した診療記録や文書作成の支援に着手しました。 

〈収支状況〉 

医業収益は、診療報酬改定への対応や手術件数の増加、大原ワクチンセンターの新設に伴う保

健予防活動の向上により、１２,５３６百万円（前年比＋１７２百万円、予算比▲２８５百万円）を確保し

たものの、医療費用は、医薬品共同購買（ＧＰＯ）の導入により調達コストを低減できた一方で、材料

費や燃料費の高騰などの物価高の影響を受け、１３,１２１百万円（前年比＋１３７百万円、予算比＋ 

７１百万円）と収益を上回り、対前年比では増収減益となりました。各種補助金等を合わせた経常利

益では▲２９３百万円（前年比▲１２０百万円、予算比▲３０４百万円）の赤字決算となり、経営的には

大変厳しい年となりました。 

〈２０２５年度について〉 

中期５か年経営計画の４年目にあたる２０２５年度は、「結束」を目標に掲げ、財団の医療機能を一

体化して取り組んでまいります。大原綜合病院では急性期医療に特化し、大原医療センターでは新

たな総合回復期医療の実現を目指します。また、医療ＤＸの推進や職場環境の整備、ＴＱＭ活動の

浸透による医療の質改善や職員教育にも取り組みます。 

社会経済面では、更なる物価高騰など、病院経営には困難な状況が続いていますが、諸課題を

解決しながら一人でも多くの患者を受け入れて収支を改善させることができるように全職員が結束し

て取り組んでまいります。 

今後ともこれまで同様のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 













３．教育研修事業

（１）主な研究 ・ 研修会の開催

・ 医療安全研修会（7回）

・ 感染防止教育研修会（4回）

・ 第2回 県北心不全連携の会

・ 第58回 画像診断の会

・ 福島市骨粗鬆症検診講演会

・ 心不全パンデミックを見据えた治療を考える会

・ STOP！心不全＆腎不全セミナー

・ リハビリテーション医学の明日を考える

・ 県北エリアCKD進行STOP！  

・ 共に歩む慢性心不全地域ケアの未来

・ OLS Web講演会

・ 癌患者向けのワクチンと大原ワクチンセンターの紹介

・ 福島市医師会会員に大人向けワクチンの講演

・ 癌患者向けのワクチンと大原ワクチンセンターの紹介

・ 第3回 県北心不全連携の会

・ 第59回 画像診断の会

・ COVID-19の予防を考える会 in 福島

・ 第5回 福島県OLS/FLSの未来を語る会

・ CKD Seminar in 福島

・ 循環器 Expert Meeting

・ 新入職員研修4月実施（3日間）

・ 新入職員フォローアップ研修（2回）

・ 新任監督者研修（1回）

・ ジュニアスタッフ研修（2回）

・ ステップアップ研修（2回）

・ リーダー職研修（1回）

・ 管理監督者研修（4回）

・ 中堅職員研修（4回）

（２）各種研修派遣

    研修及び研究発表を目的として、医師、看護師、メディカルスタッフ等の職員を学会やセミナーに派遣

①各医学会出席 件 （前年 270件）

②研究会、セミナー出席等 件 （前年 533件）

③学会発表 件 （前年 51件）

492

59

226
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菅野　俊幸　　（印）

川崎　和夫　　（印）




